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※分類は下記①～⑦より選択 

① 日本の成育分野の疾患の研究の基盤となる研究 

② 診断、治療及び予防法の開発に関する研究 

③ 発症機序や病態の解明等を行う研究 

④ 診断や治療のための基準の開発等に関する研究 

⑤ 患児・者の QOL 向上に結びつく研究 

⑥ 研究的視点や技術をもつ医療従事者を育てるための研究 

（プロトコル作成のフィージビリティー研究） 

⑦ 政策提言に結びつく研究 

 

成果の概要 

＜今年度の研究実績・成果＞ 

① 本研究は、2022 年度中に研究参加施設募集/確定(図１)、研究フローを再検討（図２）し研

究計画書の作成/修正を経て、2023 年 2 月に当院の倫理審査委員会で中央一括審査にて承

認を得た。その後、2023 年度より各施設において倫理委員会への申請を開始した。 

② 本研究は、日本集中治療医学会 PICS 対策・生活の質改善検討委員会の委員会研究として

日本集中治療医学会学会主導共同研究推進会議 (JICRG)に申請したところ、2023 年 6 月

14 日に承認を得た。 

③ 保護者の携帯電話番号宛てに SMS で Web アンケートの URL を送信する Web アンケートシ

ステムの構築、データマネジメント業務を株式会社 Smart119 に委託した。アンケート内

容の決定・修正・試運転を経て、2023 年 8月にシステムが完成した。 

④ 倫理審査を通過した施設に対して、患者リスト作成用のエクセルファイル・アンケートシ

ステムにデータを登録するための専用 IDを、設定して配布した。また、研究説明同意書、

PICS-p リーフレット保護者用・患者用、アセント同意書を印刷・発注を行い、それら書類

を各施設へ郵送した。 



 

⑤ 2023 年 10月 23日より成育医療研究センターにて、多施設研究(JPICS-p study)を開始

した。また、現時点で当院に加え、筑波大学附属病院(2023 年 12 月 1 日より)、東京大

学医学部附属病院(2024 年 1 月 22 日より)、宮城県立こども病院(2024 年 2 月 1 日よ

り)、大阪市立総合医療センター(2024 年 3 月 1 日より開始)、聖マリアンナ医科大学病院

（2024 年 4 月 15 日より開始）にてデータ収集を開始している。回答症例数は順に 100, 
22, 9, 5, 8, 0 である。 

⑥ 兵庫県立こども病院、北海道立子ども総合医療・療育センター、静岡県立こども病院で

は、各施設での倫理審査委員会での承認を得たため、2024年度中に研究開始予定。それ

ぞれ 1年程度をかけてデータ収集の予定である。 

⑦ 保護者への Web アンケート調査で「患者項目」、「きょうだい項目」、「保護者項目」

があり（表１・２）、現在 T0-T2 まで Web アンケートの回答がシステムに蓄積されて

いる。 

 

 

＜図１ 研究参加施設一覧＞ 

 

＜図２ 研究フロー＞ 



 

 

 

＜表１ 保護者への Webアンケートの調査項目と調査タイミング＞ 

 



 

 

＜表２ 調査タイミングと各役割のまとめ＞ 

 

 


